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支払基金「増減点事由記号」の変更について

　今般、支払基金において、審査の公平・公正性に対する信頼の確保を図るべく、種々の改

善を行ってきた一環として、審査委員会における審査結果の連絡に係るr増減点事由記号」

の明確化を期し、平成19年1月（2月送付分）の増減点連絡書及び再審査結果通知分から、

r増減点事由記号」が別紙のとおり変更されることとなりましたので、取り急ぎご連絡申し

上げます。
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　「増減点事由記号」の変更について
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「増減点事由記号」の変更について

　平素は支払基金の業務運営に関しまして、格別のご理解とご協力をいただき

厚くお礼申し上げます。

　さて、支払基金においては、これまで審査の透明性を高めることにより、審

査の公平・公正性に対する信頼の確保を図るべく、種々の改善を行ってきまし

たが、今般、審査委員会における審査結果の連絡に係るr増減点事由記号」の

明確化を期して、平成19年1月（2月送付分）の増減点連絡書及び再審査結

果通知分からr増減点事由記号」を別紙のとおり変更することといたしました

ので、ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。



r増減点事由記号」の変更

現　　　　行 変　　　　　　更

記号 変　　　更　　　点

文　　　言 区　　分 文　　　　言 区　分　に　お　け　る　主　な　概　念

A Aについては、現行のAと
ｯ様とする。

適応と認められないもの 　療養担当規則等に照らし、医学
Iに適応と認められないもの

・療養担当規則等に照らし、傷病名等から判
fして、使用薬剤の効能、効果、もしくは診
ﾃ行為に医学的有用性が認められないもの。

審査委員会の

�閧ﾉよる

繩w的な理由

ﾉ基づく査定
B Bについては、現行のBと
bを包括する。

過剰と認められるもの

・療養担当規則等に照らし．診療内容を通覧
ｵて、薬剤の投与量、投与日数が医学的に過
ﾊであるもの、もしくは診療行為が医学的に
ﾟ剰であるもの。

　療養担当規則等に照らし、医学
Iに過剰・重複と認められるもの

C Cについては、A・B以外
ﾅ、現行のDのうち査定にお
ｯる判断基準が医学的判
fによるもの。

重複と認められるもの
　療養担当規則等に照らし、A・
a以外の医学的理由により適当と
Fめられないもの

・診療内容を通覧して、A、Bに該当するも
ﾌ以外で告示・通知等に照らし、医学的に不
K当と認められるもの。

D Dについては、現行のDの
､ち告示・通知に判断基準
ｪ明確に記載されるもの。

　前各号の外不適当（疑義
�ﾟ通知等に照らして不適
魔ﾈものを含む。）又は不
K要と認められるもの

告示、通知に
薰ﾃく査定

　告示・通知の算定要件に合致し
ﾄいないと詞められるもの

・告示、通知に示された算定要件に、診療行
ﾗが合致しないもの。


